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参考「クリエイターファースト」を掲げるNetflix
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フリーランスの声
・Netflixが業界の中で⼀番労働環境が良いと期待されている。Netflixでは作品が流れた時の補償についても
記載されている（美術）
・Netflixがスポンサードしてる番組コーナーの仕事で、Netflixがテレビ局との価格交渉に⼊ってギャラを上
げてくれた（コメンテーター）
・Neflixからコンテンツ制作を請ける制作会社は、業務委託のスタッフでも1⽇8時間以上働かせないルール
を守らなければならず、公開時期よりもクリエイターの就労環境とパフォーマンスを重視している（コメン
テーター）

Netflixのフリーランス活⽤の取り組み
・ローカライズなど、世界中のベンダーやリソースを⼀括管理する必要のある業務においては、フリー
ランスとの直接契約は極めて稀で、基本的にすべてベンダーを通して発注している。また⽇々の業務で
Co-employmentリスクに抵触しないよう、定期的に社員の教育を⾏っている。
・「クリエイターファースト」を徹底しており、俳優のみならず、あらゆるスタッフの就労環境・待遇
に配慮することで、クリエイターのパフォーマンス向上、良質なコンテンツ作りに繋がると信じている。
・ベンダーを通じたフリーランスの発注形態には「SME」（Subject Matter Expert）Contractorとい
う契約があるが、契約⽬的、プロジェクト、ジョブディスクリプションなどを細かく定めた上で、限定
された契約期間（最⻑１年など）でしか発注できない。
・たとえば字幕制作の場合

翻訳ベンダー向けのプログラム（ガイドラインと⾃社開発ツール）があり、⼀部の字幕制作業務で適
⽤されている。再委託の繰り返しによって最終的に翻訳者の受け取る報酬が下がることを防ぐため、翻
訳者への報酬レートも⼀律でNetflixが定めており、そのプログラムを通してNetflixと取引をする上で、
ベンダーは契約レートを遵守しなければならない。
・業務委託のスタッフや俳優も含めて、1⽇8時間以上働かせてはいけないルールがある。
・Netflixで仕事をする全ての社員、クリエイターはRespect Trainingと呼ばれるハラスメント講座を
受講しなければならない。 ※Netflix Japanの社員へのヒアリングに基づく
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まとめ
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コンテンツ制作に携わるフリーランスの実態は
職種、取引先業界、担当ジャンルによって⼤きく異なる

（かつ他業界と⽐べて流動性は⾼くない）

フリーランスと発注者側の双⽅に対し、
より詳しい実態把握が求められる




